 eq \o\ad(債権者,　　　　)　　山　田　 　稔　ほか１２名
 eq \o\ad(債務者,　　　　)　（独）農業・生物系特定産業技術研究機構　
証　拠　説　明　書 （４）
２００５年７月２２日
　新潟地方裁判所高田支部民事部  御中
　　　　　　　　　　　　　　　　債権者ら訴訟代理人弁護士　柳　原　　敏　夫
　書証

疎甲号証
標　　　　　目
(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考

４４
書籍「予防原則」（抜粋）
原本
平成１７年５月１０日
大竹千代子東賢一
予防原則の考え方について


４５
書籍「バイテク・センチュリー」（抜粋）
原本
平成１１年４月３０日
ジェレミー・リフキン（鈴木主税訳）
遺伝子組換え作物による環境破壊の実状について


４６
遺伝子組換え（ＧＭ）作物のリスクに関する研究レビューに関連する記事の索引
写し
平成１７年６月
農業情報研究所
同上


４７
「人間の小腸通過後に除草剤耐性大豆の遺伝子を発見」と題する書面
写し
平成１６年１月１９日
農業情報研究所
遺伝子の水平移動の実証例


４８
「もっと知りたい人のためのバイオテクノロジーＱ＆Ａ」Ｑ４１
写し
平成１５年３月３日
　(財)バイオインダストリー協会
遺伝子組換えにより，自家受粉植物が他家受粉の傾向を強め，交雑性を増したという研究の報告があることについて


４９
「クラゲの数学，Ｓｉ星人の化学」の一部抜粋
写し
昭和６０年６月３０日
坪井忠二，広中平祐，江沢洋
科学の不確実性を，地震予知に則して明らかにしたこと


５０
「科学技術を巡る諸情勢」（第２期科学技術基本計画）（抜粋）
写し
平成１７年７月１日
内閣総理大臣小泉純一郎
「遺伝子組換え食品の推進」について，本計画では一言も言及していないこと
疎乙11と同一

５１
「バイオテクノロジー戦略大綱

」（抜粋）
写し
平成１４年１２月６日
バイオテクノロジー戦略会議
バイオテクノロジー戦略会議自身が，消費者の健康を最優先課題に掲げていること。

同会議が遺伝子改変生物の生物多様性の保全や環境への悪影響を防止することを最優先課題に掲げていること。
疎乙12と同一

５２
抗議文
写し
平成１７年７月１９日
ＮＰＯ法人日本有機農業研究会理事佐藤喜作
疎乙13の立証趣旨「遺伝子組換えに反対の立場を取るグループですら，遺伝子組換え技術を用いることを許容している」というのは事実の歪曲であること


５３
報告書
写し
平成１７年７月１９日
高橋孝
白葉枯病は，少なくとも新潟県では近年発病事例が極めて少なく，もはや確認することすら困難な病気であること


５４
浸・冠水後のほ場に発生しやすい病害虫について
写し
平成１７年６月２９日
新潟県病害虫防除所
同上


５５
陳述書
原本
平成１７年７月１６日
債権者永澤由紀子
債務者の本GMイネの管理体制及び安全性管理対策が全くずさんであること


５６
日本経済新聞（抜粋）
写し
平成１７年７月１４日
日本経済新聞社
アスベスト被害について，開発・便益が優先され安全策が後手に回ったこと，発症まで３０から４０年もの長期にわたったこと，被害時の安全対策が無力であったことが明らかになったことが，GM事故と共通すること


５７
遺伝子組換え技術の情報サイトの「はじめに」
写し
平成１７年
農林水産省
農水省自身，遺伝子組換え作物について国民の理解が十分得られていないことを認めていること


５８
ＮＨＫ－ＢＳ１海外ドキュメンタリー番組「問われる遺伝子組換え食品」
写し
平成１７年１月
日本放送協会
GM作物を栽培する圃場から，圃場外に同作物の種子等が飛散し，GM作物ではない作物を栽培する他の農家の圃場に入って，同人が栽培する作物に交雑すること，

GM作物及びGM技術が未だ不完全・不安定なものであり，一般の栽培農家に回復不可能な被害を与えるおそれが強いこと

GM作物は農民や消費者に何ら利益をもたらさず，特許を有する企業及び個人の経済的利得をもたらすにすぎないものであること

等を，アメリカ合衆国，カナダ，インドなど海外の国々の事情を例にとって立証する。


· 備考　以下の書証をネットで入手する場合のURLは、以下の通り。

疎甲
表題
URL

46
遺伝子組換え（ＧＭ）作物のリスクに関する研究レビューに関連する記事の索引
http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/risk.htm

47
「人間の小腸通過後に除草剤耐性大豆の遺伝子を発見」と題する書面
http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/04011901.htm

48
「もっと知りたい人のためのバイオテクノロジーＱ＆Ａ」Ｑ４１
http://www.jba.or.jp/q-and-a/motto_41.html

50
「科学技術を巡る諸情勢」抜粋（第２期科学技術基本計画）（抜粋）
http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/honbun.html

51
「バイオテクノロジー戦略大綱」（抜粋）
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/bt/kettei/021206/taikou.html

54
浸・冠水後のほ場に発生しやすい病害虫について
http://www2.pref.niigata.jp/niigata/Webkeiji.nsf/0/49256fd5005b6a2a4925702f00359a49/$FILE/_12285k44akk89118ggbch13va221co44lc488kk8gia7114ee226v8_.pdf

57
遺伝子組換え技術の情報サイトの「はじめに」
http://www.s.affrc.go.jp/docs/anzenka/colum1.htm

以　上

3
3

